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１．研究計画の概要 

Web 上で公開され質の保証がされている
知識資源を統合的に利用することにより，爆
発的に増大し続けている Web 上のデータか
らより品質の高い情報を利用者の嗜好に応
じて容易に探索可能とするための基盤技術
について研究を行う．検索エンジン，オント
ロジデータ，ドメインデータの結果など多様
なデータを相互利用することにより，問合せ
に対して，知識ベースや検索エンジン単独で
は得ることができない高品質の結果を提示
するための基礎研究を行う． 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 情報を提供するサーバ側において情報の
由来(provenance)など信憑性の判断材料を提
供する手法の開発 
 膨大な履歴情報の系統的な管理を支援す
るとともに，データ利用者に対して履歴情報
の検索，閲覧を可能とする手段を提供する枠
組みを開発した．多様な粒度のデータに対し
て付与された注釈を処理を通して伝播させ
る手法を提案し，実験により従来手法に対す
る空間コスト，時間コスト面での優位性を示
した． 
(2) 大量の RDF データを効率的に管理，検
索する技術の開発 
 RDF のグラフトポロジ，述語の更新可能
性，更新頻度，データ統計情報などに基づい
たハイブリッド型スキーマを用いる格納方
法を考案した．本研究の格納及び検索システ
ムを構築する上では，SPARQL の処理のみな
ら ず ， Dynamic Concise Bounded 
Description (DCBD)の構築を考慮した点に
特色を持つ． 
(3) エンティティ検索のための知識ベースを

利用した Web ページの分類 
 知識資源を利用した高品質な情報の探索
およびその結果の効果的統合と意味的相互
補完技術として，Web 検索時の目的の一つで
あるエンティティ検索のために知識ベース
を用いることにより検索 Web ページを分類
する新たな手法を提案した．本手法は，Web
ページと Wikipedia 記事の類似度を計算し，
YAGO を参照しながら Web ページ，エンテ
ィティ，カテゴリの間の有向グラフである
PFC グラフを構築する．PFC グラフを参照
することにより Web ページをカテゴリに分
類する．実験により本手法の有効性を確認し
た． 
(4) 利用者生成型事典を利用した情報検索に
関する研究 
 Wikipedia のような Web 上の利用者生成
型百科事典に対して文書間リンク構造を減
衰流を用いて解析することにより，概念や事
物間の関連の強度を求める手法を開発した．
また，始点，終点間の経路に出現する関連を
裏付ける情報を利用することにより，二つの
事項に関連のある画像を精度良く検索する
ための手法を開発した．さらに，Wikipedia
の記事とその記事における画像のキャプシ
ョンの整合性，および記事タイトル，画像キ
ャプションに対する画像の典型性，代表性を
計算する手法を開発した．また，Wikipedia
の編集履歴情報を利用し編集者の信頼性を
計算することに 
よりWikipedia記事の信頼性を推定する手法
を開発し，その手法に基づき実際 
に提示されているWikipedia記事における各
部分文書の信頼度を利用者に提示 
するシステムを開発した． 
 



３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
当初目的とした， 
* 情報を提供するサーバ側において情報の
由来(provenance)など信憑性の判断材料を提
供する手法や秘匿すべきプライバシ情報を
含むコンテンツを検出する技術 
* 大量の RDF データを効率的に管理，検索
する技術 
* 知識資源を利用した高品質な情報の探索
およびその結果の効果的統合と意味的相互
補完技術，さらに，獲得した情報を下にサー
バ，クライアント双方で協調的に知識資源を
拡張する技術 
のうち，プライバシ情報検出技術については
要素技術である人物名検索にとどまってい
るが，それ以外については，ほぼ達成できて
いる． 
 
４．今後の研究の推進方策 

当初の研究計画では，初期知識資源として
の YAGO の利用を行ったが，その後 YAGO 自身
が独自の開発過程を辿ったため，Web 上のよ
り多様な資源を対象として研究を進めてい
る．データ品質のうち信憑性情報に関しては，
利用者生成型コンテンツ(User Generated 
Contents)やニュースなど多様な資源の統合
利用へと展開していく予定である．また，直
列化された RDF 表現である XML の検索に関し
ては，単なる検索のみではなく，利用者支援
の観点から研究を進める予定である． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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